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連携事業基⾦
視線や表情変化に基づく認知症兆候検知システムの開発

⾼齢化社会が進⾏するにつれ，認知症患者数も年々増加し，2020年には300万⼈を突破する
と予測されている．特に認知症の早期発⾒が重要である．認知症は脳の萎縮や脳機能の低下が
主な原因であるが，脳を直接監視するのは困難が伴う．そこで我々は脳機能で処理された⽣理
的動き（眼球運動等）を捉えることにより脳機能の状態を推測する⼿法を開発した．
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【研究⽬的】

【研究⼿段】

【研究成果】

本研究で注⽬したのは眼球運動と⼈間の外観的変化（⾏動及び表情変化）である．
＜眼球反応速度＞ ＜⼈間の外観的変化（⾏動）＞

（脳への負荷）

⾃発的なアンチサッカード動作の⽅向決定に脳の判断
能⼒を要する課題を強いることで，脳の能⼒低下（負
荷がかかっている）ときに反応速度が変化する．

天井に設置されたカメラのみから屋内の位置及び⾏動履歴を
正確に追跡・測定することで，物忘れや徘徊といった異常⾏
動を即座に判断することができる．

絶対値差 点A 点B 点C 平均(10点) 標準偏差

X方向[cm] 9.886 24.00 7.60 19.15 12.84

Y方向[cm] 8.045 21.29 15.08 16.26 8.36

背景画像の取得

現画像の取得

差分領域の抽出

マッチングによる
人物領域の推定(尤度計算)

確率分布による位置予測

ノイズの除去

本タスクを課すことで，脳機能の低下具合を定量化可能 室内における移動位置や⾏動履歴を20cm以内で把握が可能

⾏動の計測結果（3次元測定器との⽐較）
（⼈物円柱モデル）（撮影画像）

視線移動の反応結果（脳への負荷無し，有りで⽐較）



【今後の展開】

【公開情報】

東京都⽴産業技術⾼等専⾨学校 ⾸都⼤学東京
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【波及効果】

・専攻科⽣による学会発表を6件⾏うことができた．また，専攻科⽣1名は⾸都⼤学⼤学院で継続的に研究を推進予定．
・補助教材動画による本連携活動の公開/周知「⼈間視覚の優れたフィードバック機能」
・H29年度 荒川区地域産業活性化研究への応募（申請済み，5/17プレゼン）

＜記憶⼒による評価＞ ＜⼈間の外観的変化（表情）＞

・⾸都⼤グループ以外とも連携を開始「魅⼒に対するワークショップ（東⼤，千葉⼤，早稲⽥⼤，⻑崎⼤）」科研申請予定

（軌跡解析）（実験システム） （年齢で能⼒異なる）

物忘れ＝短期記憶⼒の低下と
考え，視線移動から短期記憶
能⼒を定量化する⼿法を開発中

（特徴量解析）（⾼速度カメラによる撮影システム）

（PTSD）

認知症と類似の精神疾患(PTSD)患者
での表情変化に着⽬し，⾼速度で表情
変化を解析可能なシステムを開発中


